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t based on the hospital records and returned questionnaire (n=2328)

Hagino H, et al, Caicif Tissue Int 90: 14-21, 2012
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実は、男女とも10年ほどの差があります。
この健康寿命を延ばす、それが年をとっても健康な生活を楽しむために重要になってきます。

この差を生む要因の一つと言われているのが、
特に血管性の疾患のもととなる、生活習慣病です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成１９年の医療法改正以降、医療提供施設はこのように定義されています。

病院、診療所、介護老人保険施設、調剤を実施する薬局　その他の医療を提供する施設を　医療提供施設と
医療をうける者の居宅等　において医療が提供されます。

そして、その医療の現場では、連携を図ることが明記されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
医療連携とは、複数の役割の違う医療機関や医療者が、協力して、できるだけ患者（ご家族）の希望に沿いながら、状況に適した医療を提供する体制のことをいいます。

このパンフレットでは、医療連携のしくみや、介護と医療の連携のしくみ、各医療者の役割などについて紹介しています。

ぜひ、一度読んでいただき、医療連携についてご理解ください。ご不明な点は、医療連携部におたずねください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
在宅医療に関わる様々な施設や職種をご紹介します
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
骨粗鬆症は20歳代までに獲得する最大骨量が少ないことと、成人後の骨形成と骨吸収のインバランスによって骨量が減少することによって発症する。
最大骨量とは文字通り生涯のうちで最大となる骨量で、その獲得には遺伝的要因、成長期の栄養・運動、内分泌ホルモンなどが関与する。
一方、成長後には様々な原因から骨形成と骨吸収がインバランスを生じ骨量が減少する。骨は生涯にわたって骨リモデリングと呼ばれる新陳代謝を繰り返している。リモデリングとはマクロでの骨の形態は変化しないで、顕微鏡的なレベルで、既存の古い骨が破骨細胞によって吸収され（これを骨吸収と呼ぶ）、その部位に骨芽細胞によって新しい骨が添加される（これを骨形成と呼ぶ）変化を指す。骨吸収の量が、骨形成の量を上回ると、骨量が減少して、骨粗鬆症が進行する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、お手元にあるA4サイズで2つ折りになっている調査票をご覧ください。
これは、東京大学大学院教授の佐々木敏博士が開発された、栄養アセスメントをするための質問票です。
この調査票では、最近1か月の食事のとり方をチェックすることで、あなたの食習慣を知ることができます。
食事調査や、食事指導に活用することもでき、1人あたりの回答時間がおよそ15分です。
他の食事調査と比較して、短時間で実施できる簡便なアセスメントシステムです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、骨粗鬆症・骨折編です。結果票の表には、骨粗鬆症・骨折編に関連する食事因子が示してあります。
肥満度の結果と、アルコール摂取の結果が記載されています。
そして、カルシウム、カリウム、ビタミンD、ビタミンKの摂取量は、対象者の結果と対象者と同じ性・年齢階級の日本人平均を食品群別に示しています。
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